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取組 成果 取組 成果

①生活科での「まちたんけん」「もっとまちたんけん」では、地域の
様々な施設を訪問してインタビューを行っている。保護者ボランティ
アも数多く参加してくださっている。②図工で行っている焼き物づくり
の完成形としての「生け花」（児童が作った花器に生ける）は、SC推
進員から講師の先生を紹介していただき、昨年度から実施してい
る。今年度も実施予定である。

①定時退勤しやすいように、会議の回数を削減した。②授業時間数
を調整して教員が個々の業務に取り組みやすい日を複数設定して
いる。

①地域・人材の確保にＣＳが役立てる仕組みをつくりたい。②残業、
時間に対する根本の問題解決が必要③働きやすい職場を目指して
今後も環境を整えていってほしい。④教員が取り組みやすいように
工夫して下さりありがとうございます。児童の満足度も知りたいです。
⑤仕事量が多いと思いますが、工夫されていると思います。お疲れ
様です。⑥授業以外の行事、準備などがありお忙しいと思いますが
インフルエンザも流行しているのでご自愛下さい。地域の方からの

７の改善策
〇　CSの目的を踏まえて小小交流や小中交流、乗入授業、熟議等の意義や目的等
を再確認し、必要に応じて内容を改善したり精選していく必要がある。

児童も教員も地域との関わりを深める。 ・児童の地域行事参加推奨や地域学習
を１年を通じて行い、地域との関わりを活
性化する。

・学校の教育活動において、地域の
方々と協働した地域学習を学期に１回以
上行う。
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・校務の見直しやスクールサポートスタッ
フの活用などにより、働き方改革を推進
する。

・月２回以上の定時退勤日の設定と1週
間で１時間の在校等時間減を推進する。
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①外国語指導助手の派遣会社と連携した低学年児童対象の外国
語活動イベントを実施した。今後は、外国語の学習成果を発揮する
機会としてこうした取組を活用するため、中・高学年で実施する。
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１．教職員のライフ・ワークバランス
の推進

２．地域行事等への参加

１　全校朝会、職員会議、夕会等の回数を
精選することにより、教職員が業務や教材研
究、児童への補習等に取り組む時間を増や
すことができた。そのため、昨年度に比べて
教職員の超過勤務の時間が減少した。
２　地域行事において児童が発表する機会
をつくり、主体的に参加することができた。ま
た、教職員も積極的に地域行事に参加し、
地域の方々と交流するように努めた。

７の課題
〇　CSに係る教育活動やCSの活動の目的や意義や、保護者や地域、教職員への
共通理解が十分に図られておらず、形骸化や前例踏襲となっている活動がある。
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教職員が自らにライフワークバランスを
整えることを推進する。

６の改善
〇　各学年において、発達段階に応じて地域人財を活用して取り組む学習を一覧
にする等して可視化しておく。また、地域コーディネーターを活用して、地域人財を
紹介していただくようにする。
〇　全学年が体験的に学ぶ機会をつくる。

オリンピック・パラリンピック教育の継続を
継続する。

・全学年でオリンピックレガシーが継承さ
れるような活動を行う。

・「ボランティアマインド」「障がい者理解」
「豊かな国際感覚」等に関わる授業や活
動を行う。
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①JA青壮年部と連携した「どんぐりプロジェクト」の学習がスタートし
ている。②キャリア・アントレプレーナーシップ教育「Kitano Green
Company」の活動では、地域の農家の皆さんからのご指導を踏ま
え、１２月上旬に６年生が実際に野菜販売を行う（販売促進のための
チラシを作成し、保護者等への説明会も実施した）。

①アウトプット大事ですね。②児童の満足度も知りたいなと思いまし
た。③福祉に関する活動は少ない気がしています。④６年生のアン
トレ活動は、とても生き生きと児童が活躍してたのもしかった。⑤ＪＡ
の方との学習や地域農家さんとの交流は良いことですね。野菜販売
も生徒たちにはいい経験だったと思います。⑥農業、外国語、これ
からの時代の重要なファクターなので、ここに力を入れて活動して
いってほしい。

①農園活動では、児童が野菜づくりに関わる機会を一層増やし、生
産者の工夫や苦労について体験的に学ぶことができるように改善し
ている。
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１．特色あるキャリアアントレプレ
ナーシップ教育

２．オリンピック・パラリンピック教育
レガシーの継続等

1　第６学年では、地域の農家、起業家、福
祉施設と連携して、起業家教育を実施する
ことができた。
２　元オリンピック選手を招へいして、目標を
もって取り組むことの大切さ、粘り強く挑戦し
つづけることの大切さを学ぶことができた。

６の課題
〇　全学年が発達段階に応じて系統的に地域人財を活用して学習に取り組むこと
はできなかった。また、教員が中心となって地域に協力を求めて実施する学年が
あった。
〇　一部の学年に限定された取組となった。
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サポート隊や地域協力者の協力を得
て、東三鷹学園や北野小らしい地域の
特色を生かした体験的活動の充実を図
る。

・各学年で、外部関係団体の協力を得
て、アントレプレナーシップ教育の授業
を行う。

・年間に1回以上、各学年でJAや大学な
どの地域の方々と連携した探究授業を
行う。

①芝生養生期間に、全校で短なわに取り組んだ。現在は長なわに
取り組んでいる。②体力調査の結果は、レーダーチャートを用いて
視覚的に分かりやすくまとめ、体育授業の改善したり、生活習慣の
改善に向けた啓発を進めたりしていく。

①この地区の特色でもあり、家族や近所の人が農家さんの人もいる
と思うので、工夫や苦労について体験的に学べるのがいいと思いま
す。②成果には児童の満足度、達成感などがあると嬉しいです。す
ばらしい取り組みをありがとうございます。③体力調査の結果、落ち
込んでいる部分はどこなのか知らせていただきたい。④体力づくりに
短なわ長なわ冬の時期に行っている児童をよく見かけます。体力
アップにつながるといいですね。農園活動の農家さんの工夫や苦労

５の改善策
〇　体育部で、体力テストを踏まえた授業改善についての研修会を実施する。また、
体育朝会等においても取り入れる。
〇　ボランティア参加について目標を立てて取り組み、振り返る機会をつくる。

北野小学区や東三鷹学園、三鷹市のこ
とをより知り、地域と積極的に関わる児童
を育てる。

・児童の地域行事参加や地域学習を１
年を通じて行い、地域との関わりを活性
化する。

・農園活動や地域行事等を通して、食と
健康を意識できるようにする。

4 3 4 4

・校庭芝生を生かした運動の日常化、体
力テストの分析考察による効果的な体育
授業改善。

・休み時間の外遊びの推奨、体育朝会、
縄跳びチャレンジ、北野ランランランなど
の取組をより効果的に実施する。
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①週ごとの生活指導目標を定め、先の内容も踏まえて毎週指導して
いる。また、毎月の安全指導日を固定し、全校で共通の指導を行っ
ている。②デジタル・シティズンシップ教育について、教員研修を実
施した。１２月の市全体の熟議を踏まえ、各学級で「私の行動宣言
を」を作成し、教室の廊下に掲示している。（再掲）
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１．体力の向上

２．地域貢献する力の育成

３．健康にかかわる食育の実践

１　縄跳びや長縄、持久走旬間等を季節ごと
に実施し、児童が目標をもって身体づくりに
取り組むことができる機会をつくった。
２　児童が地域行事へ積極的に参加するこ
とができた。また、地域行事へボランティアと
して参加する機会には、教員と連携して、発
表などを行い、イベントを盛り上げる等して
貢献する機会をつくった。
３　学校農園では、栽培途中の活動も経験さ
せていただくとともに、収穫した野菜は、学
校給食にも活用して、家庭と学校で味わうこ
とができるようにした。

５の課題
〇　体力テストの結果を踏まえた授業改善については、まだ十分に取り組むことが
できなかった。
〇　一人一人の児童がボランティアに参加するように意識付けできているかを確認
することはできていない。

体力向上を推進する。
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①Q-Uアンケート（子どもたちの学校生活における満足度と意欲，さ
らに学級集団の状態を調べることができる質問紙）の活用に向け
て、夏季休業中に教員研修を実施した。②5年生が人権メッセージ
の作成に取り組んだ。

①細かくて具体的なめあての指導は、子どもも取り組みやすくてよさ
そうです。②担任の先生の見えない所で傷ついている子もたくさん
いると思う。一人一人とのコミュニケーションを大切にしてもらいた
い。③成果には児童の満足度があると嬉しいです。児童の評価を載
せてくださりありがとうございます。④お忙しい中、研修等お疲れ様
です。これからも子ども達のために宜しくお願い致します。⑤子供た
ちのアンケートによって先生方が学級集団の状況を把握して下さる

４の改善策
〇　保護者や児童の意向を大切にしながらも、道徳科において意識付けや話し合
いをさせる、個別に支援をする等を行うように、教員に周知を図る。
〇　あいさつ運動を、地域と連携して実施できるように計画し、地域の方々が参加で
きるようにあらかじめ依頼していく。
〇　保護者会や学年だより等において、家庭における学習用タブレット端末やゲー
ムの使い方について、保護者の協力を依頼し、保護者と連携して取り組んでいく。

挨拶の日常的な励行と決まりやルール
を守ることの大切さの指導を徹底する。
デジタル・シティズンシップ教育を推進
する。

・あいさつの日常的な励行と決まりや
ルールを守ることの大切さの指導を徹底
する。

・あいさつ、言葉遣い、廊下歩行、靴箱
の整頓など日常的にめあてを決めて指
導する。
・児童が学習用タブレット端末の効果的
な活用方法やきまりを主体的に考え発
信する機会をつくる。
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①１０月２５日に学園研究会を、１１月８日に校内研究会を実施した。
授業研究を核として教員の指導力向上につなげていく。②二学期
の自主研ではそれぞれの学年で同一の単元の授業を教員同士が
参観し合い、一層の学び合いを進めている。
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１．人権と言葉を大切にした指導の
推進

２．デジタル・シティズンシップ教育
の推進

１　いじめ防止対策委員会を各学期に開催
し、いじめ防止に向けて教職員の共通理解
を図ることができた。
１　学園スタンダードについての意義を、全
学級において指導を行い、学期の始めに意
識付け、終わり
に振り返りを毎学期行った
２　全学級でタブレット端末やSNSの使い方
等について課題等を児童相互に話し合わ
せ、学級毎にめあてを立てさせて主体的に
と組ませた。

４の課題
〇　保護者の意向を尊重してことにより、早期対応が遅れたケースがあった。
〇　学校全体であいさつ運動等に取り組むことが十分できなかった。
〇　家庭でのゲーム等の使い方について、児童に十分に意識づけることができな
かった。
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みんなでつくるみんなが楽しい学校を目
指す。

・いじめの未然防止、早期発見、早期解
決をめざし、児童の規範意識および自
己有用感を高める。

・道徳や学級活動などにおいて、人権意
識を高め、思いやりの気持ちがもてるよう
に指導する。
・いじめ調査、Ｑ－Ｕアンケートを実施
し、結果を分析して、各学級でよりよい人
間関係づくりを行う。
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①８月に教員のネットワークシステムが入れ替えになり、新たな校務
用パソコンとタブレット端末の連携が容易になったことから、一層の
活用を進めている。②学習支援員を増員し、計画通りにみたか地域
未来塾やジャンプアップを実施している。

①２部制の中で未来塾と子どもクラブの連携で学習の場が増やせたらよ
いと思いました。②計画通りに進められるのはすばらしいです。③先生方
の研究会は、子ども達に必ず還元されるものと信じています。更なる学び
合いを期待します。④成果は児童の満足度（確かな学力が身に付いてい
る実感など）だと嬉しいです。成果は児童が手立てやめあてをどれくらい
理解し、粘り強く学べたかいついてだと尚嬉しいです。⑤未来塾支援員
も増え充実してきていると思います。有効活用して下さい。⑥先生同士の
参観はとても良いと思います。⑦学園研究については、地域にも公開し
てほしい。⑧ネットワークシステムが改善されたのは効率がアップしてとて
もいいと思います。みらい塾を通して児童の学力アップに繋がるといいで
すね。⑨システムの入れかえ、学習支援員の増員と、それぞれの立場の
人達が前を向いている。研究会も実施し、教員のスキルアップも図れてい
る。

３の改善
〇　朝学習において、研究部から、発達段階に応じた書く活動の取組内容について
指導計画を立てて実施する。
〇　家庭学習の取り組み方について、教員が共通理解を図って取り組ませる。
〇　サポート隊の募集や配置等については、サポート隊の協力を得て、サポート隊
が主体的に行うように協力を依頼する。

教員の授業力の向上を図る。 個別最適な学び、協働的な学びを実現
するために、手立てを明確にした授業改
善を推進する。

・自主研や校内研究、学園研究等の機
会を通じて目指す児童像を共有し、手
立てを明確にした授業実践をする。
・めあての提示、見通しをもたせた学習
活動、振り返りを行い、児童が粘り強く学
ぶ姿勢を育む。
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個別最適な学び、協働的な学びの実現
を目指し、学習用タブレット端末を有効
に活用して学力の向上を図る。

・学習用タブレット端末の具体的な活用
を工夫し、共有する。
・みたか地域未来塾やジャンプアップを
有効活用し、補充学習を充実させる。 3 4 4 4
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①デジタル・シティズンシップ教育について、教員研修を実施した。
１２月の市全体の熟議を踏まえ、各学級で「私の行動宣言」を作成
し、教室の廊下に掲示している。
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１．基礎学力の向上

２．教員の指導力の向上

３．家庭学習の充実

４．みたか地域未来塾をはじめとし
た補充学習等

１・２　eライブラリーの活用や百ます計算等を
全学級で取り組み、基礎学力の定着を図っ
た。
１・４算数授業のサポート隊の募集を毎月行
うとともに、地域未来塾において、地域の
方々と連携して個別に支援が必要な児童の
学習の理解や学力の向上を図ることができ
た。
３　家庭学習の内容や確認の仕方等につい
て、学年毎に話し合い、取り組むことができ
た。

３の課題
〇　書く力に課題があるため、朝学習で取り組ませたが、学校全体で系統的に取り
組むことができなかった。
〇　家庭学習において、自主学習については、学級によって取組状況が差があっ
た。
〇　サポート隊の募集を、担任や担当が計画して募集する場合が中心となってい
た。
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児童一人ひとりに合った学びを実現す
る。
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①民間企業の協力を得て、食育を実施した。②食育アンケートにお
いて課題となった「和食文化」についても、ゲストティーチャーを招い
て授業を行った。
①５年生の総合的な学習の時間において、健康・安全で楽しい給食
のメニューを考えて栄養士に提案し、今後給食の献立にする。

①この内容を広く共有したい。②大人になると和食の良さが分かるので
すが・・・③ゲストティーチャーの授業は担当の先生の授業と違い専門性
を学べる機会となるので、すばらしい取り組みだと思う。④自己評価は食
育を実施していることについての評価でしょうか？学園カリキュラムの改
善の達成度などについてでしょうか。成果は児童の満足度にしても良い
のでは？⑤何事にも主体的に取組める様な児童に育ってほしい。⑥食
育ではどのようなことが課題にあがっているのかまとめていただきたい。
⑦日本の子供たちは給食を残す子が多い中、食育の授業はとても大切
だと思います。タブレットを使いこなす児童がいる中で先生方もそれに見
合うよう覚えるのは大変だと思いました。⑧食育等をテーマとして子供・保
護者・地域の人達と一緒になって学んでいけると思う。

２の改善策
〇　児童自身がなりたい自分を思い描き、その実現に向けて計画を立てて粘り強く
取り組む力を育むよう、校内研究等を行い、授業研究に取り組む。
〇　ふれあい月間にあわせて代表委員会を中心としてあいさつ運動等に取り組ませ
る。その際、保護者や地域の方々にも呼び掛け、地域全体であいさつ運動を実施
するようにする。

持続可能で今できる交流活動を見出し、
推進する。

小・小、小・中の様々な交流活動を通し
て、人間関係を深める。

・持続可能で効果的な交流活動を目指
し、学園運営会議やTEHを踏まえて児
童が主体的にあいさつ運動やデジタル・
シティズンシップ教育に係る取組等を行
う。
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①「北野町会盆踊り」「防災お泊り会」「北野八幡神社例大祭」「北野
町会運動会」などに、教員の８０％以上が参加している。１２月初旬
の「もちつき大会」「北野まつり」等の地域行事を含めると、全員の教
員が参加した。②校庭開放の拡充（雨天時の実施）について検討
し、１１月下旬から実施している。
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１．東三鷹学園版カリキュラムに
沿った授業改善の推進
２．相互乗り入れ授業の充実
３．児童・生徒の交流活動の充実

１　学園カリキュラムに基づいて、本校の実
態を踏まえた「めあての提示および板書、振
り返りの実施」を行うことができた。
２　相互乗り入れ授業については、担当教員
と受け入れ学級の教員との連絡を密にして、
指導に入ることにより、丁寧な指導を行うこと
ができた。
３　中学生のボランティア活動を見て、児童
が中学生に対してあこがれの気持ちをもつこ
とができた。また、小小交流をすることによ
り、多様な人の中でコミュニケーションを図っ
たり、自己表現をする力を育むことができ
た。

２の課題
〇　児童が粘り強く学習に取り組む姿勢に課題がある。
〇　あいさつ運動やいじめ防止に向けた取組等については、児童に主体的に取り
組むように働き掛けることが十分にできなかった。
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小・中一貫校「東三鷹学園」の教育活動
の質的向上を目指す。

小・中学校相互で食育に取り組み、地域
性を活かした授業を充実させる。

・児童・生徒の実態調査や学園全体の
取組、食育の授業等、食育をテーマとし
て学園カリキュラムを改善する。
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①各教育活動において、継続してサポート隊を活用している。②今
年度新たに、「新川囃子保存会」、「Mitakaみんなの防災」の皆様か
らご協力をいただいている。また、キャリア・アントレプレーナーシッ
プ教育として「Kitano Green Company」の活動に６年生が取り組んで
いる。

①引き続き応援しています。②今後もサポート隊を活用していってほし
い。③スタンダートについて教職員と保護者で情報交流して下さりありが
とうございます。教員は入れ代わりがあると思うので昨年比ではなく参加
率でよいのではないかと思いました。④サポート隊募集に対し、保護者や
地域の意識が高いと感じる。これからも継続できるように望みます。地域
行事に学校が参加していること、とても嬉しく思います。これからも宜しく
お願い致します。⑤学園スタンダードの取組について、どの様な評価と
なっているのか明記があると良いです。⑥「おもちつき」の時は、おもちは
つきあがるまで長時間だったが、先生方の協力もあり、子どもたちがしっ
かり遊んで待っていた。⑦サポート隊のイベントの参加率が高く保護者の
児童に対する熱心さが伺えます。地域の行事に参加されている先生方の
参加率にも驚きました。⑧正に地元の各団体をまき込んでの運営というこ
とで、街づくりの一貫としてとても頑張ってもり上げていると思う。⑨子ども
たちが地域の行事に沢山参加しているのを見てほほえましく思います。

１の改善策
〇　学園スタンダートの活用状況や課題について、児童及び教員からアンケートを
実施したことを踏まえて、次年度CS委員んと連携を図って改訂する。
〇　児童の放課後の居場所づくりとして、毎日学校の施設開放を行う。また、地域人
材を活用して定期的に取り組む活動を行い、２部の充実を図る。

スクール・コミュニティの創造を図る。 CS委員会およびSC推進員、地区委員会
やPTAと連携を密にし、効果的な教育活
動を行う。
学校３部制実施を視野に入れ、放課後
地域こどもクラブや学童との連携を図る。

・CS行事、地域行事に教員全員が年１
回以上参加する。
・SC推進員や地域コーディネーターと協
働し、放課後の新しい子どもの居場所づ
くりについて方向付ける。
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地域・保護者と連携した教育活動を推進
する。
地域学習の充実や地域人財の有効活
用。

・学園スタンダードの取組について、教
職員や保護者相互に情報交流をする機
会をつくる。
・各学年で各学期に１回以上地域人財
を活用した活動を行う。

3 4 4 4
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１．東三鷹学園スタンダード（キャリ
アパスポート）の充実

２．ＣＳ委員会や学園のＰＲ活動の
推進
３．サポート隊の充実、地域人財の
活用（教育ボランティア）
4.・スクール・コミュニティの創造に
係る

１　学園スタンダードの目的や意義、活用方
法について児童に周知を図って取り組むこ
とにより、児童や保護者が意識的に活用す
ることができ、意識調査においても、〇〇〇
２　保護者会や学校だよりで、ＣＳについて
の周知や広報を行った。
３　フォームの活用等を行うことにより、効率
的に手続きや申し込みを行うことができた。
４　地域コーディネーターや地域子どもクラ
ブ代表等と検討を重ね、放課後の子どもの
居場所づくりの拡充を進めた。

１の課題
〇　学園スタンダードがキャリア・パスポートとして、児童がなりたい自分に向けた自
己実現の目的を達成させるために、項目等を改善する必要がある。
〇　次年度さらに２部の充実を図るために、地域や保護者の協力を得る必要があ
る。
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ＣＳ委員会と協働して地域の方々と共に
教育活動の充実を図り、スクール・コミュ
ニティの中心としての役割を担う。

今年度の重点目標
（単年度目標）

今年度の重点目標を
達成するための具体的方策

第１回評価 第２回評価
自己評価（第２回） 学校関係者評価（第２回）取組

項目 今年度の重点目標 成果 課題と改善方策 取組
項目

学校の経営目標
（中期目標）

今年度明らかになった課題のうち、特に次年度の重点とすること 来年度の重点課題を解決するための改善方策 今年度明らかになった課題 　※「第２回学校関係者評価」を経て記述 来年度の改善方策　　※「第２回学校関係者評価」を経て記述

②重点課題 ③　改善策
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このことについて、下記のとおり報告いたします。

記

学園評価　※学園内で統一記述 学校評価　※学校ごとに記述


